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５県(大分、高知、広島、山口、島根）集落法人等連絡協議会サミットに

出席しました。（出席者総数：2４６名） 
令和６年１１月１２日 13：30 より、大分県別府

市ビーコンプラザ国際会議場に於いて開催され、本協

議会から 36 名が出席しました。（宇部地域協視察研

修として出席した宇部地域会員法人等 18名を含む。） 

本サミットは、集落営農の持続性を高め、より効果

的な連携活動を展開するため、各県の法人・関係機関

等が会し集落営農法人等が抱える課題やその解決に

向けた活動手段を共有する目的で、平成 24 年より各県が持ち回りで開催しているもので、

今回は、『地域を支える集落営農法人の活動と未来』をメインテーマに開催されました。 

〇開会 

 

 

〇５県サミット開催経過 

開催年月日 開催場所 メインテーマ 

平成 24 年 3 月 5 日 広島県広島市 持続性を高める経営に向けた連携強化を探る 

平成 25 年 1 月 31 日 山口県山口市 持続可能な経営体に向けた後継者確保・育成やしくみづくり 

平成 25 年 12 月 2 日 島根県浜田市 集落営農法人における人材の確保と育成を考える 

平成 26 年 12 月 16 日 大分県別府市 集落営農法人間の連携の可能性を探る 

平成 27 年 12 月 8 日 広島県東広島市 これからの集落営農法人経営の展望 

平成 28 年 11 月 14 日 山口県山口市 法人連携のさらなる強化を考える 

平成 29 年 12 月 4 日 島根県松江市 集落営農が地域を守り続けるために 

平成 30 年 11 月 29 日 大分県大分市 中山間地域の集落営農法人の継続について 

令和元年 11 月 5 日 高知県高知市 つなぐ～世代をつなぐ、組織をつなぐ、地域をつなぐ～ 

令和 3 年 11 月 9 日 広島県広島市 次代につなぐ集落営農 

令和 4 年 11 月 8 日 山口県山口市 持続可能な経営体をめざして 

令和 5 年 11 月 9 日 島根県益田市 集落営農法人の役割と必要性～ひとづくり・ものづくり・ちいきづくり～ 

令和 6 年 11 月 12 日 大分県別府市 地域を支える集落営農法人の活動と未来 

令和 7 年 開催予定 高知県 未定 

令和６年1１月２０日発行 

山口県集落営農法人連携協議会（事務局：ＪＡ山口県） 

九州農政局大分県拠点 

陶山地方参事官 

集 落 営 農 法 人 だより  

ＪＡ大分中央会 

壁村会長 
大分県農林水産部 

渕野部長 
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〇各県の事例発表 

県 演 題 ・ 発 表 者 ・ 発 表 要 旨 

高知 『持続可能な集落営農活動に向けて～組織設立から法人化、そして広域連携への挑戦～』 

農事組合法人 田野川甲営農組合  理事 山本 官 氏 

農地を守るために、個人経営→集落営農→広域連携への取組を展開中。地域内(市内)

で同じ課題を持った組織と連携し課題解決に向け、関係機関とともに連携体制を構築。

令和 7 年度よりドローン共同防除を行えるように合同会社を設立予定。 

広島 『助け合い 楽しく 生き生きとした活力ある地域づくり』 

農事組合法人 よしやま  代表理事 野稲 正至 氏 

地域での交流事業として、①企業研修：「オタフクソース」新入職員キャベツ栽培研

修②ふれあい農業教室：休耕田を活用した「都市住民の農業体験」③農業体験教室：

②の修了者を対象とした法人独自の農業教室④よりやまファンクラブ：交流事業の通

じた都市住民との繋がり⑤海外援助米生産：農の体験及び食料支援などの活動紹介。 

 

山口 『干拓の歴史が築いた緑の大地を次世代に継ぐ』 

農事組合法人 新西  代表理事 河村 芳男 氏  理事 保坂 麗子 氏 

女性が積極的に働ける組織作りを進めるため、令和 6 年より理事 8 名の内 2 名の

女性理事として起用し、女性の意見を経営に反映している。同時に「農を通じた豊か

な地域づくり」として、組合員だけでなく組合員家族を含めた農作業・行事を実施。 

 

島根 『小さな集落だからこそ、地域で「支え合う」集落営農を目指して』 

農事組合法人 そえだに  代表理事 大庭 隆幸 氏 

法人経営面積約 4.9ha と小規模経営。より良い形で次代へ繋ぐため①「広域連携」

「構築連携」で経営安定②「農福連携」で労働力補完③「集落・地域連携」で人材の

受入を実施。令和 3 年に I ターン者が同地区へ定住し今後集落営農の人材として期待。 

 

大分 『「守る」から「繋ぐ」へ』 

農事組合法人 グリーン法人中野  代表理事 和田 梢 氏 

先代より法人経営の承継が不十分で経営状況が悪化、経営の立直しとして①生産技術

向上による収量増加対策②労働環境の整備による労働力の確保と通年作業の実現③広

報活動による商圏の拡大④点から面へ視点を変えた広域連携の取組などの活動紹介。 

 

 

  

(農)よしやま 

野稲代表理事 

(農)新西 

保坂理事 

(農)そえだに 

大庭代表理事 
(農)新西 

河村代表理事 

(農)グリーン法人中野 

和田代表理事 
(農)田野川甲営農組合 

山本理事 
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〇講演 

 「集落営農の現状と今後の方向性－各県の動向と広域連携に向けての

動き―」と題して、東京大学大学院農学生命科学研究科教授の安藤光義

氏による特別講演がありました。 

 講演では、①集落営農の重要性②各県の集落営農の取組と実際③山口

県集落営農法人アンケート調査に基づき、法人の理念・ビジョン・計画

の必要性などを説明されました。 

 

〇国への提案事項採択 

 ５県で事前協議した「中山間地域の集落営農

法人の継続性の確保に関する提案事項」が、主

催者より提案され、満場一致で採択されました。 

なお、採択された提案事項は、年明け 1 月

17 日に農林水産省経営局を５県協議会の会長

全員で訪問のうえ共同提出し、意見交換を行う

予定となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山間地域の集落営農法人の継続性の確保に関する提案事項（項目抜粋） 

 

１ 水田農業等基本対策の充実・強化 

（１）水田活用の直接支払交付金や畑作物の直接支払交付金の充実 

（２）水田活用の直接支払制度における水張り水田の対応対策 

（３）日本型直接支払制度の充実 （４）持続可能な経営につながる農産物価格の形成 

（５）次期食料・農業・農村基本計画における生産努力目標の設定と実現に向けた施策

の充実 

（６）農村地域の維持・活性化対策に向けた取り組みの強化 

２ 担い手の確保について 

（１）雇用就農資金や新規就農育成総合対策にかかる年齢要件等の緩和 

（２）農業版ハローワークや人材バンクの創設支援及び外国人材受入等幅広い人材 

活用 

（３）集落営農法人の広域連携組織の設立や運営に対する支援 

３ 収益性の確保について 

（１）中山間地域の公益的機能を評価した農地整備事業採択 

（２）農業経営基盤強化準備金の要件緩和 

（３）中山間地域におけるスマート農業にかかる支援策の充実 

（４）中山間地域での畦畔管理にかかる支援策の創設 （５）鳥獣被害対策の強化 

（６）主食用米の価格安定 （７）インボイス制度に対する柔軟な対応 

（８）肥料にとどまらない資材・飼料・燃油・電気等の高騰への支援策の要請 

（９）地域計画の実現について （１０）物流 2024 年問題への対応 

５県集落法人等連絡協議会 各県会長 

右から 大分 坪根会長 高知 竹村会長 

山口 秋本会長 広島 髙木会長 島根 糸賀会長 

 

東京大学 大学院 

安藤教授 
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５県サミット交流会に参加しました。 

 サミット終了後、亀の井ホテル別府において

交流会が開催されました。 

交流会では、各県の参加者との意見・情報交

換を通じて交流を進めることができました。 

また、「三代目 源流太鼓」が演じられ、大分

県の伝統文化・芸術に触れることもできました。 

 

５県サミット視察研修に参加しました。 
 令和６年１１月１３日１０：00 より、大分県宇佐市の農事組合法人蜷木営農を視察し

ました。当法人について、①高齢化しても農業が続けられる安心感②集落の水田を守り高

度利用を図る③若者に魅力ある

儲かる農業の実現を目指し取り

組みが行われています。 

 若者が働きたいと思える給与、

社会保険の見直し、週休 2 日制等

の勤務条件、トイレ設定等の労働

環境の改善が行われています。  

 

三重県中央農業改良普及センターが視察のため来県しました。 
 令和 6 年 11 月 14 日～15 日に、三重県中央農業改良普及センター地域農業推進課の

加藤課長と内山主査が来県し、2 日間にわたり下記のスケジュールで視察が行われました。 
視察先・日時 主な内容 

農事組合法人 川西 

（山口市深溝） 

令和 6 年 11 月 14 日 

13：45～15：30 

・設立から現在までの記録（動画視聴） 

・法人概要と取組 について 

 （農)川西 小林代表理事、岡本主任 

・質疑・応答 

 

ＪＡ山口県 

担い手総合対策室 

（山口県ＪＡビル） 

令和 6 年 11 月 14 日 

16：00～17：30 

・ＪＡ山口県の概要と取組について 

  ＪＡ山口県担い手支援対策部 水嶋部長 

・連携協議会の概要と取組について  

  協議会事務局 平田課長代理  

・優良経営体の概要と取組（動画視聴） 

・質疑・応答 

株式会社 長門西 

（長門東部営農Ｃ） 

令和 6 年 11 月 15 日 

10：00～11：30 

・法人概要と取組について 

 （株)長門西 金本社長、花岡主任 

 ＪＡ山口県担い手支援課 長尾担当課長 

・質疑・応答 

 

三代目 源流太鼓 

松岡顧問（前代表理事） 岡部代表理事 

左から、大分 坪根会長、島根 糸賀会長、 

広島 髙木会長、高知 竹村会長、山口 秋本会長 


